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15 日に行われた理事会 ･ 評議員会の事業計画に看護
学部設置計画を上程することとなり平成 25 年 4 月開
設を目指して一歩を踏み出すこととなりました。
　そのような一歩を踏み出したところで、5 月 30 日






































































･ コミュニティー ･ カレッジ（KCC）の看護シミュ











ション ･ センター（THSSC: Translational Health 
Science Simulation Center）に足を踏み入れるこ
とに。残念ながら学生の実習風景を見ることは出来
ませんでしたが、学部長 メアリー ･ ボランド先生、









　翌日、ハワイ大学 Office of President にて、副総































































した。そこで、急遽 5 月 1 日から 4 日までの 2 泊 4
日の強行日程で、総勢 8 名（教員 3 名、事務 3 名、




















中、約 4 週間に 1 度大きな建築会議が行われ（定例


















　この認可を受けて、11 月 2 日、帝国ホテル光の間




















































でした。そこで、副総長 ジョン ･ モートン先生が、
一緒に行くから行かないかとボランド先生を誘って
くださったのです。公務多用で、なかなか時間のと













　8 月 3 日には、「聖徳大学 ･ ハワイ大学マノア看護
･ 歯科衛生学部 間における学術交流合意書」を締結す
ることになりました。ボランド先生と私との時間の調
整がなかなかつかずに、私が 2 泊 4 日で訪布すること
となり、慌ただしい日となりましたが、ようやくここ
まで辿り着いたと感慨一入の日となりました。
　この学術交流合意書に基づき、平成 26 年、27 年の









































































































　平成 30 年 4 月に看護職のトップ及びミドルリー
ダー養成を主とする大学院看護学研究科を開設いた
し、本学の学生が実習でお世話になっている施設の
中堅の方々が門戸を叩いてくださいました。良い意
味で本学の教育をご理解頂けている証左と思います。
　最後に、本学が目指したシミュレーション教育に若
干言及します。一言で言えばそれは順調に進んでき
た訳ではありません。頭の中では術を磨くことが大
切だとご理解いただけていながらも、過去に積み上
げてきた教員としての実績に加えて新たな教育手法
を自分の中に組み込むことの難しさを抱えていた教
員がいらしたことも確かです。なかには、シミュレー
ション教育を諦めるべきという声が全く出なかった
わけでもありません。途中で何人もの仲間が去るこ
とになってしまった場面もありました。一方で学生
達は応えてくれています。まだ 2 期生までしか卒業
生を出しておりませんが、その就職実績を見ると私
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たちが目指した教育が決して間違っていなかったと
思っております。
　多くの方々に支えられ、看護学部、看護学研究科
がここまでこられたことに感謝し、筆を置きたいと
思います。短いようで長いチャレンジでした。これ
からも、日本の最先端のシミュレーション教育を目
指す事に傾注して参ります。
